
熊本の経済指標の中から注目の動向について取り上げます。
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　地方経済総合研究所が調査した2025年４－ 6月期調査の労働力ＤＩ※では、全産業で前回調査（2025年 １ －
３ 月期）より 7 p 上昇の▲35、製造業で16p 上昇の▲ 9、非製造業で 4 p 上昇の▲44であった。先行きは全
産業で 5 p 低下の▲40、製造業で横ばいの▲ 9、非製造業で 6 p 低下の▲50の見通しである。労働力ＤＩは
3期ぶりの上昇となったものの、全産業で▲30を下回る低水準が続いており依然として人手不足解消の兆し
は見られない。

雇用動向について

企業の労働力の過不足感1

図表１　県内企業の労働力ＤＩの推移
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資料：本県内企業業況判断調査（地方経済総合研究所）

※ＤＩ＝「プラス」回答の割合－「マイナス」回答の割合
　労働力ＤＩ＝「過剰」－「不足」　　　数字が低いほど労働力が不足していることを表す
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